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研究内容 

 

1. プロゲステロンの抗腫瘍効果及び免疫調節効果の検討 

 

 近年、免疫チェックポイント抗体など免疫系を賦活化する抗がん剤の開発により、抗がん剤の概念は免疫系の活

性化と調節にシフトしています。一方、これらの抗がん剤は自己免疫疾患様の副作用を生じることが報告されてお

り、その治療にはグルココルチコイドが使用されています。しかし、グルココルチコイドは強力な免疫抑制剤でもあり、免

疫チェックポイント阻害剤の効果を相殺する可能性もあります。また、グルココルチコイドには抗がん作用はないため、

がんの進展を抑制することができません。一方、プロゲステロンは高濃度で免疫抑制作用が報告されており、かつ、抗

がん作用ももつステロイドです。ホルモン療法としてのプロゲステロンの歴史は古くからありますが、承認された 1967 年

当時はまだ解析の手段が少なく、単にプロゲステロンを投与することでエストロゲンの分泌を抑え、それによってホルモ

ン陽性乳がんの抗腫瘍効果が得られるプロセスが重んじられていました。プロゲステロンには単剤では抗腫瘍効果が

ほとんど望まれないと思われていますが、免疫調節作用と抗腫瘍効果が共存することから、免疫チェックポイント阻害

剤との併用薬としては、グルココルチコイドより優れた性質を持つ可能性があります。プロゲステロンに免疫調節と抗腫

瘍の両効果が確認できれば、非常に安価で、比較的副作用の少ない薬剤が最新の癌治療となる可能性がありま

す。プロゲステロンの研究を行っている基礎医学系分子生命科学と共同で転移進行がん患者の免疫系にも誘導で

きるか検討しています。 
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